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36協定について
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休日労働と時間外賃金
労働基準法 第37条（時間外、休日及び深夜の割増賃金）要約

労働時間を延長し、又は休日に労働させた場合においては、その時間又はその
日の労働については、通常の労働時間又は労働日の賃金の計算額の２割５分
以上５割以下の範囲内でそれぞれ命令で定める率以上の率で計算した割増賃
金を支払わなければならない。

時 給 深 夜時間外 休 出

100%

125%

150%

125%
135%

月60h以上

150%

125%
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労働時間削減に向けた取り組み
所定内労働時間の削減

年間所定労働日数の削減

・完全週休二日制の導入（1992年～）
・特別休日 ２日
・祝日法など法改訂への対応 例：山の日

山形航空電子の取組
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労働時間削減に向けた取り組み
所定外労働時間の削減

1.超長時間労働の削減
●勤務管理システムの導入と入退場
ゲートデータの活用勤務管理をシステム化
、さらに入退場ゲートの通過時刻を取り込む
ことで、客観的な在館時間の把握し、職場
マネジメントに反映。

●定時退社日の設定
毎週水曜日

（水曜日が難しい場合、その週に定時帰宅を設定）

山形航空電子の取組
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労働時間削減に向けた取り組み

２．時間外労働の削減
フレックス制度の活用
コアタイム（一斉就業時間）以外において始終業
時間を個々人が選択できる。
注）歴月1か月を単位として清算

代休の取得
休日に4時間以上の勤務を行った場合に取得
可能。

所定外労働時間の削減

山形航空電子の取組
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労働時間削減に向けた取り組み

年次有給休暇の取得促進
２）休暇ビラ、ビルや事業場の門前で、
有給休暇の取得を促すビラを配布。

2022年度実績
18.7日

休暇取得など

－年次休暇制度－
【付与日数】
勤続５年未満 20日
勤続５年以上15年未満 21日
勤続15年以上 22日

40、42、44日迄積立可能

山形航空電子の取組
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労働時間削減に向けた取り組み

その他休暇制度の導入
１）特定目的休暇 2002年導入
【使用目的】
・本人、家族の傷病治療並びに看護 ・配偶者の出産
・本人、家族の疾病の予防 ・家族の介護
・学校行事等への参加 ・ボランティアへの参加

２）リフレッシュ休暇 1989年導入

10勤続した翌年５日 20年勤続された翌年７日
30年勤続された翌年10日

年５日付与（20日迄積立可）

休暇取得など

山形航空電子の取組
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生産性向上

労務リスクの削減
（心身の健康維持等） 残業コストの抑制

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

ダイバーシティの推進
多様性を認め合い活かすためには

イノベーションの創出
新たなものを生むためには

長生き時代
心豊かに老後を過ごすには

直面する介護
働きたくても働けない 高

齢
化

グ
ロ
ー
バ
ル
化

私が考える労働時間短縮・適正化の必要性
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